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● セミナーの受講申込みについて ●

①

②

株式会社Ｒ＆Ｄ支援センター

『CFRP成形加工法【WEBセミナー】』 申込書チェックしてください⇒□ライブ配信／□アーカイブ配信

会社・大学

ＦＡＸ

お名前

　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい

たします。受講用URLは後日お送りいたしま

す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的

にお受けしておりませんので、ご都合により出

席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO.260158 

◆日時：2026年01月30日（金） 10:30～16:30

◆会場：自宅や職場など世界中どこでも受講可　

◆聴講料 ： 1名につき55,000円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

●講師 :（株）先進技術研究所　代表取締役　博士(工学)　深川 仁　氏

【LIVE配信セミナーとは？】
・本セミナーは「Zoom」を使ったライブ配信セミナーとなります。「ミーティング用Zoomクライアント」をダウンロードするか、Web ブラウザから参加するかの2種類がございます。 
  ZOOM WEBセミナーのはじめかた（http://www.rdsc.co.jp/files/instruction/zoom.pdf）をご覧ください。
・お申込み後、受理のご連絡メールをさせていただきます。一部メールが通常セミナー形式（受講券、請求書、会場の地図）になっておりますが、LIVE配信のみのセミナーです。
・お申込み後、接続テスト用のURL（https://zoom.us/test）から「ミーティングテストに参加」を押していただき動作確認をお願いします。
・後日、別途視聴用のURLをメールにてご連絡申し上げます。セミナー開催日時の10分前に、視聴サイトにログインしていただき、ご視聴ください。
・セミナー資料は郵送にて前日までには、お送りいたします。タブレットやスマートフォンでも視聴できます。
・ご質問については、オープンにできるご質問をチャットにご記入ください。個別相談（他社に知られたくない）のご質問は後日メールにて講師と直接お願いします。

【LIVE配信】または
【アーカイブ配信】

最新のCFRP成形加工法と

１．ＣＦＲＰ適用事例の紹介
　1-1. 航空機・宇宙機器・エンジン・ドローンへの適用事例
　1-2. 自動車分野．鉄道車両分野への適用事例
　1-3. その他エネルギ分野（風力発電）・土木建設分野等への適用事例

２．ＣＦＲＰの種類と整理
　2-1.繊維の種類  2-2.樹脂の種類 　2-3.織り方の種類 
　2-4.スタンパブルシート，不織布，長繊維，短繊維
　2-5.エネルギー問題を踏まえたリサイクル方法と課題など

３．ＣＦＲＰの成形法の種類と整理
　3-1. 各種成形法   3-2. 熱硬化性CFRPの成型法
　3-3. 熱可塑性CFRPの成型法 3-4. FW，プルトリュージョン，
　3-5. AM（3Dプリンタ）技術　  3-6.成形の自動化と今後の流れ　
　3-7．CFRP成形用の治工具（型）の材料と種類

４．ＣＦＲＰの２次加工（機械加工）方法の種類と整理
　4-1.難削材としてのＣＦＲＰと機械加工性

　最初に、航空宇宙機・ドローン・自動車・エネルギ・土木建設分野などにおける、CFRPの適用事例について最新動向を写真やビデオ

で紹介します。次にCFRPに関する基礎から、各種加工法における注意点やノウハウを総合的に整理する形で述べます。また，CO2排

出やエネルギ．環境を配慮した課題やマルチマテリアル化に伴う締結の課題や，CFRP用の織機・AM技術（CFRPを製造できる3Dプリン

タ）・自動積層機・治工具などの装置や成形型などの最新情報を紹介します。皆さんがCFRPで作りたいと思っている製品に適した成形

加工法を紹介するとともに、判らない事への解決策やヒントを提供します。皆さんの積極的な質問を歓迎します（事前質問も受け付けま

す）。最後に、現状技術の課題を述べ、将来的どのような加工法が有望になるかの予測を行ないます。

　4-2. 機械加工法の種類
　4-3. 切断・トリム加工用の最適刃具の種類
　4-4. 穴加工用刃具の種類
　4-5. AWJ（アブレシブウォータージェット）のノウハウ
　4-6. レーザ加工・ブラスト加工など特殊加工法
　4-7. 機械加工法の課題と今後

５．ＣＦＲＰと異種材料との接合技術の種類と整理
　5-1. マルチマテリアル化による接合が必要な箇所・組合せ
　5-2. 着と接合技術の種類とノウハウ
　5-3. ファスニング技術とその種類
　5-4. 金属と複合材・複合材と複合材の接着の種類と方法
　5-5. 熱可塑性CFRPと金属との接合技術　
　5-6. 溶着技術の種類と特徴の整理　
　5-7. 接着前処理技術，化学処理・プラズマ処理など　
　5-8. 設計による部品一体化のノウハウ
　5-9. 接合の課題と今後の展望

製品への適用事例

講師からの紹介割引について
本パンフレットは講師用のパンフレットです。このパンフレットで

セミナーをお申込みいただくと、講師からのご紹介により左記のと

おり受講料が割引になります。なお他の割引との併用はできません。

⇒1名につき36,300円(税込、資料付き)

（講師紹介割引)

≪≪≪　講師紹介割引用パンフレット　≫≫≫

2名以上でお申込の場合、1名につき22,000円


